
別冊第１ 

「区内、区外の避難所に避難させる必要がある事態各ケースの特性」 

 

核物質を搭載した弾頭の弾道ミサイルが落下した事案（１パターン）、化学剤を搭載した弾頭又は通常

弾頭を搭載した弾道ミサイルが落下した事案（３パターン）の２つの作成区分として、４パターンを作成

した。この表は、各ケースの特性と区の対応等の概要をまとめたもの。 

 

〇 核物質を搭載した弾頭の弾道ミサイルが迎撃され、破片の一部が落下した事案 

（事案の状況） 

核物質を搭載した弾頭の弾道ミサイルがＰＡＣ３に迎撃され、破片の多くが中野区に、破片の一部が

杉並区の一部地域に落下した事案 

 

 
時期 

天候 

発生 

時刻 
事態の特性 地域の特性 

区の対応、職員 

配置措置 

住民等避難時の 

措置・配慮 

 

① 
主に中野

区に落下 

一部が杉

並区に落

下 

冬季 
平日 
晴れ 

08：00 
閉庁中 

核物質を含むミ

サイルの一部が

杉並区の東部地

域に落下し、建

物被害及び人的

被害が発生 

街区が入り組んでい

る。 
 

警戒区域内は消防

車両、警察車両を

配置 
配置職員は防護服

及び防寒服装を着

用 

マスク等で口を

覆い、手袋、帽

子等で皮膚の露

出を避ける。 
冬季の防寒服装

を着用 

 

〇 化学剤を搭載した弾頭又は通常弾頭を搭載した弾道ミサイルが迎撃され、破片の一部が落下した事案 

（事案共通の状況） 

化学剤を搭載した弾頭又は通常弾頭を搭載した弾道ミサイルがＰＡＣ３に迎撃され、破片の多くが隣

接区（隣接市）に、破片の一部が杉並区の一部地域に落下した事案 

 

 
時期 

天候 

発生 

時刻 
事態の特性 地域の特性 

区の対応、職員 

配置措置 

住民等避難時の 

措置・配慮 

 

② 
主に世田

谷区に落

下、一部

が杉並区

に落下  
 

夏季 
日曜日 

雨 

13：00 
閉庁中 

化学剤を含むミ

サイルの一部が

杉並区の南部地

域に落下し、建

物被害及び人的

被害が発生 

甲州街道、環状八号

線が通っている。 
また、八幡山駅が所

在 

警戒区域内は消防

職員、消防車両、

警察官、警察車両

を配置 
環状八号線の東側

の住民と西側の住

民に区分して避難

誘導 
配置職員は防護服

を着用 
熱中症に留意 
 

マスク等で口を

覆い、手袋、帽

子等で皮膚の露

出を避ける。 
雨天のため雨衣

の着用又は傘の

携行 
熱中症に留意し

適切な水分補給 
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時期 

天候 

発生 

時刻 
事態の特性 地域の特性 

区の対応、職員 

配置措置 

住民等避難時の 

措置・配慮 

 

③ 
主に練馬

区に落下 

一部が杉

並区に落

下 

春季 
平日 
曇り 

 

10：00 
開庁中 

化学剤を含むミ

サイルの一部が

杉並区の北部地

域に落下し、か

なりの建物被害

及び人的被害が

発生 

複数の保育園・幼稚

園、小・中学校、高

校、大学、病院が所

在 

警戒区域内は消防

職員、消防車両、

警察官、警察車両

を配置 
配置職員は防護服

を着用 
一部の住民を区外

に避難させる必要

があり、中野区・

武蔵野市との連携

が必要 
 

マスク等で口を

覆い、手袋、帽

子等で皮膚の露

出を避ける。 
 

④ 
主に武蔵

野市に落

下、一部

が杉並区

に落下  

秋季 
平日 
晴れ 

17：00 
開庁中 

通常弾頭のミサ

イルの一部が杉

並区の西部地域

に落下し、建物

被害及び人的被

害が発生 

善福寺池があり、避

難誘導経路が中央

部及び外周部の道

路に限定 
 

善福寺池周辺の道

路を避けて避難経

路は善福寺３丁目

～２丁目を南下し

て、都道１１８号

線を利用して西荻

地域区民センター

を使用 
夜間の避難誘導に

なるため、懐中電

灯等の携行 
 

夜間の避難にな

った場合には、

夜間相応の服装 
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要避難者数 避難先・避難施設・受入人数 所在地・連絡先

５３６人 杉並第四小学校（１１６１人） 杉並区高円寺北２丁目１４番１３号（０３－３３３９－５２４１）

１１３４人 高円寺中学校（１２２６人） 杉並区高円寺北１丁目４番１１号（０３－３３８９－１５８１）

９８０人 杉並第八小学校（９８９人） 杉並区高円寺南２丁目４０番２４号（０３－３３１４－２２６４）

実行の主体

事案の概要と被害状況

今後の予測・影響と措置

2-3　関係機関の措置等

避難実施要領のパターン①(中野区に核物質を搭載した弾頭の弾道ミサイルが落下した事案）

発生時期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　避　難　実　施　要　領

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　杉　並　区　長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　１月〇＋１日８時００分現在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区　域　外　避　難

１　都からの「避難の指示」の内容

（別添として添付する。略）

２　事態の状況、関係機関の措置

2-1　事態の状況

　２０△△年１月〇日（平日）　０８：００

避難完了予定日時 １月〇＋１日１０時００分

気象の状況
　天候 晴れ　 気温○○℃　 風向 〇〇　 風速 ○○m/s
※落下した破片に核物質が含まれており、住民の避難に際しては、風下方向を避けて風向きとな
　るべく垂直方向に避難誘導する。

2-2　避難住民の誘導の概要

要避難地域

避難先と避難誘導の
方針

　杉並区東部地区の破片が落下した９ケ所周辺半径１００ｍを基準とした区域（警戒区域）（別
紙地図の通り）

　区は、都の避難の指示に基づき、警戒区域内の地域住民を原則として徒歩にて避難所に避難さ
せる。徒歩での避難が困難な災害時要配慮者については、自家用車での避難を認めることとし、
直接、避難先の医療機関、二次避難所へ避難させる。
　なお、地域住民の避難誘導に関し、東京消防庁、警視庁、自衛隊の部隊等の長と緊密な連携を
保持する。警戒区域内は消防車両、警察車両により避難誘導・広報を行う。

避難開始日時 １月〇＋１日８時００分

　中野区及び中野区に隣接している杉並区東部地区

　近隣某国

　近隣某国が我が国に向け弾道ミサイルを発射した。ＰＡＣ３の迎撃により、弾道ミサイルを空
中で破壊したが、そのミサイルの破片が主に中野区に、一部が杉並区東部地区に落下し、建物被
害及び負傷者が発生した。なお、この弾道ミサイルには核弾頭が搭載されていた模様で、核爆発
は起きなかったが、落下した破片には核物質を含んでいる可能性が高く、国は、直ちに破片が落
下したと思われる地点から約２ｋｍの範囲の住民等に対して屋内退避の指示を行った。その後、
核物質が含まれていることが確認され、区は関係機関と連携して杉並区東部地区における被害状
況及び汚染状況の細部について確認し、国及び都の指示を踏まえ、破片が落下した９ケ所の周辺
半径１００mを基準とした区域を警戒区域に設定した。

　落下したミサイルの破片には核物質を含んでおり、速やかに住民を避難させ、その後、３日間
を目安に落下した破片の回収、汚染土等の除染、放射線量の測定を行う。線量が平常値に戻って
いることを確認した後、住民を帰宅させる。なお、住宅被害を受けた住民を、約３ケ月間、避難
所に受け入れる必要がある。また、当面、鉄道が全面的に運行を停止するものと予測される。

発生場所

措置の概要

連絡調整先

　警察：弾道ミサイルの破片の落下地域周辺を立入禁止区域に設定する。また、警戒区域内の地
域住民を警戒区域外に退避させる。
　消防：消防警戒区域を設定するとともに、警戒区域内の地域住民を警戒区域外に退避させる。
　自衛隊：消防・警察と協力して、警戒区域内の除染及び避難所での簡易除染を実施する。
　鉄道事業者：全面的に運行を停止中。

都対策本部：区職員２名を派遣
その他関係機関：連絡先は別添のとおり。

３　事態の特性で留意すべき事項

事態の特性
（除染の必要性等）

　落下したミサイルの破片は核物質を含んでおり、被ばく量を低減させるため、警戒区域内の住
民を避難所に避難させるとともに、落下した破片を回収後に、汚染された土壌の除去等を実施す
る。

地域の特性

時期による特性

　街区が入り組んでおり、避難経路を明示することが必要である。

  冬季であり、防寒服装で、着替え等を携行する。

４　要避難地域、要避難者数、避難先・避難施設

要避難地域名

高円寺北３丁目３１～３６、４２～４５番

高円寺北１丁目５～１３番

高円寺南２丁目２１～２８番、４３～４６番
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９６３人 杉並第三小学校（１１２１人） 杉並区高円寺南１丁目１５番１３号（０３－３３１４－１５６４）

４６０人

５４０人

１１２０人 高南中学校（１２８０人） 杉並区和田３丁目４０番１０号（０３－３３１３－１３６１）

７４３人 堀之内小学校（１４７１人） 杉並区堀ノ内３丁目２４番１１号（０３－３３１３－２２６４）

１０７３人 大宮中学校（１５６９人） 杉並区堀ノ内１丁目１６番３８号（０３－３３１３－２１６１）

終了予定日時 １月〇＋１日１３時００分

国民保護救援部

５　職員の配置方法

配置場所 ①地図参照

人数 合計２８４人（区職員２３６人、消防職員２６人、警察官２２人）

７　残留者の確認方法

確認者 消防職員、警察官

堀ノ内２丁目２０～２１、３２～３７番

高円寺南５丁目１３～１６番、２６～２８番、３８～４０番

杉並区和田２丁目２１番８号（０３－３３８３－２４２８）和田中学校（１３６１人）

和田３丁目１～４、４１～４４番

堀ノ内３丁目１５～１７、２０～２１、２５～２７番

６　災害時要配慮者の避難支援

　国民保護救援部が、要担送者情報を消防部局に情報提供し、救急車による搬送に努める。搬送
先は、かかりつけの医療機関を優先とするが、避難先の医療機関の協力を得ることにも留意す
る。

13　緊急時の連絡先

杉並区国民保護対策本部
電話：０３-３３１２-２１１１（代）
FAX ：

避難実施要領の伝達先 　伝達一覧表による。（略）

職員間の連絡手段 　別添電話番号表一覧による。（略）

　防災行政無線、杉並区ホームページ、区広報車等、消防車両、警察車両による広報及び避難誘導・避難所に配置された職
員が説明する。

10　避難時等の留意事項（主に住民）

避難実施要領の住民へ
の伝達方法

　防災行政無線、杉並区ホームページ、消防車両、警察車両により避難実施要領を伝達する。

時期の特性

11　誘導に際しての留意事項（職員）（心得・安全確保・服装等）

（１）避難誘導員は、冷静沈着に毅然たる態度を保つこと。
（２）防災用被服や腕章等により、避難誘導員であることの立場や役割を明確にし、その活動に理解と協力を求めること。
（３）避難誘導員は、正確な情報提供を行い、混乱の防止を図るとともに、冷静かつ秩序正しい行動を呼び掛けること。
（４）避難誘導員は、防護服を着用して放射性物質の埃等から身体を防護すること。
（５）避難誘導員は、防寒服装を着用すること。

　冬季の防寒服装とする。

12　情報伝達

　マスクやハンカチ、濡れたタオル等で口を覆うとともに、手袋、帽子、ゴーグル等を着用して
皮膚の露出を避けて避難する。自宅からの避難時に持ち出した金銭・貴重品や運転免許証等顔写
真付きで公的機関発行の本人が確認出来るもの、最小限の着替えや日常品、非常持ち出し品等を
携行するものとする。また、隣近所相互に声を掛け合い、まとまって、指定された避難所に避難
する。この際、自宅の戸締りを確実に実施する。

   基本的事項

提供する食事の種類 区が備蓄している非常用糧食を提供

実施担当部署

９　追加情報の伝達方法

和田１丁目２３～３０、５５～５７番

  避難施設前にて避難退域時検査（体の表面に放射性物質が付着していないかを確認する検査）
及び簡易除染を実施して、「検査証明書」を交付する。なお、検査及び簡易除染については、消
防・警察・自衛隊に依頼する。

その他の留意事項

方法
  消防、警察車両による呼びかけ及び戸別訪問により確認する。なお、戸別訪問に際しては、呼
び鈴を５秒間隔で３回鳴らし、応答がない場合には避難済みであると判断する。

措置 残留者に対し避難するよう求める

　家族等近親者が付き添い、自動車による移動を認めることとし、避難先を二次避難所（高円寺
地域区民センター）とする。

８　避難誘導時の食糧の支援・提供方法

食事時期 各所の個別判断

食事場所 各避難施設等

和田２丁目１～５、１２～１４番

場所 警戒区域内

時期 １月〇＋１日１０時００分

　要担送者

　要護送者
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置
職
員
等
の
凡
例

△
：
区
職
員
×
２
人

▲
：
区
職
員
×
６
人

：
消
防
車
両
×
１
台
（
２
人
）

：
警
察
車
両
×
１
台
（
２
人
）

和
田

中
学
校

高
南

中
学
校

大
宮

中
学
校

堀
之
内

小
学
校

△

△

▲

▲

▲

▲

△

△

△

△

△
（
避
難
広
報
）

警
戒
区
域
内
に
消
防
車
両
ま
た
は
警
察
車
両

を
配
置
し
て
広
報

（
避
難
誘
導
）

警
戒
区
域
か
ら
避
難
所
の
間
に
区
職
員
を
配

置
し
て
避
難
誘
導

（
避
難
所
の
運
営
）

施
設
内
に
区
職
員
（
６
人
）
を
配
置
し
て
運
営

△

△

△
△

△

△

△ △

△

△
△

△

△

△

△
△ △

△△

△
△

△ △△

△
△

△

△

△

△ △

△

△

△
△

△

△

△

△

△

△

△

△
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①
落
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接
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消
防
警
戒
区
域
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屋
内
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避
の
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示
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※
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落
下
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考
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落
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戒
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域
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要避難者数 避難先・受入人数 予備避難先

９５６人 富士見丘小学校（１３０６人）

９５６人 富士見丘中学校（１３４９人）

避難実施要領のパターン②(世田谷区に化学剤を搭載した弾頭の弾道ミサイルが落下した事案）

発生時期

避　難　実　施　要　領

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        杉　並　 区　長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                               　　　　　　　　　　　　　　　　　８月〇＋１日１３時００分現在

区　域　外　避　難

１　都からの「避難の指示」の内容

（別添として添付する。略）

２　事態の状況、関係機関の措置

2-1　事態の状況

２０△△年８月〇日（日曜日）１３：００

避難完了予定日時 ８月〇＋１日１５時００分

気象の状況
　天候 雨　 気温○○℃　 風向 〇〇　 風速 ○○m/s
※落下した破片に化学剤が付着しており、住民の避難に際しては、風下方向を避けて避難誘導
　する。

2-2　避難住民の誘導の概要

要避難地域

避難先と避難誘導の
方針

　杉並区上高井戸１丁目の警戒区域（別紙地図の通り）

　区は、都の避難の指示に基づき、警戒区域内の地域住民を原則として徒歩にて区内近隣の避難
施設に避難させる。徒歩での避難が困難な災害時要配慮者については、自家用車での避難を認め
ることとし、直接、避難先の医療機関、二次避難所へ避難させる。
　なお、地域住民の避難誘導に関し、東京消防庁、警視庁及び自衛隊の部隊等の長と緊密な連携
を保持する。警戒区域内は消防職員、消防車両、警察官、警察車両により避難誘導・広報を行
う。

避難開始日時 ８月〇＋１日１３時００分

　世田谷区及び世田谷区に隣接している上高井戸地区

近隣某国

　近隣某国が我が国に向け弾道ミサイルを発射した。ＰＡＣ３の迎撃により、弾道ミサイルを空
中で破壊したが、そのミサイルの破片が主に世田谷区に、一部が杉並区南部地区に落下し、建物
被害及び負傷者が発生した。なお、この弾道ミサイルには化学剤が搭載されていた模様で、落下
した破片には化学剤が付着している可能性が高く、国は、直ちに破片が落下したと思われる地点
から約２ｋｍの範囲の住民等に対して屋内退避の指示を行った。その後、化学剤が付着している
ことが確認され、区は関係機関と連携して杉並区南部地区における被害状況及び汚染状況の細部
について確認し、国及び都の指示を踏まえ、破片が落下した４ケ所の周辺半径３００mを基準とし
た区域を警戒区域に設定した。

　落下したミサイルの破片には持続性の化学剤が付着しており、住民を避難させ、落下地域一帯
を除染する必要がある。このため、３日間、避難した住民を避難所に滞在させる必要がある。ま
た、住宅等に被害を受けた住民を、約３ケ月間、避難所に受け入れる必要がある。また、当面、
鉄道が全面的に運行を停止するものと予測される。

発生場所

措置の概要

連絡調整先

  警察：弾道ミサイルの破片の落下地域周辺を立入禁止区域に設定し、環状八号線、甲州街道を
含めた交通規制を実施する。また、警戒区域内の地域住民を警戒区域外に退避させる。
　消防：警察の立入禁止区域と同範囲に消防警戒区域を設定するとともに、警戒区域内の地域住
民を警戒区域外に退避させる。
　自衛隊：警察・消防と協力して、警戒区域内の除染及び除染所での簡易除染を実施する。
　鉄道事業者：全面的に運行を停止中。

都対策本部：区職員２名を派遣
その他関係機関：連絡先は別添のとおり。

３　事態の特性で留意すべき事項

事態の特性
（除染の必要性等）

　落下したミサイルの破片には化学剤が付着しており、住民を避難させるとともに、除染を実施
する必要性がある。

地域の特性

時期による特性

  甲州街道、環状八号線が通っている。また、八幡山駅が所在している。

　夏季であるため、避難中の熱中症予防及び避難所での食中毒の予防策を要する。

４　要避難地域及び避難先

杉並区上高井戸２丁目１６番１３号（０３－３３３３－７０２８）

所在地（電話番号）

杉並区久我山２丁目２０番１号（０３－３３３３－８９２８）

1 上高井戸１丁目
（環状八号線西側）

実行の主体

事案の概要と被害状況

今後の予測・影響と措置

2-3　関係機関の措置等

区分 要避難地域名

9



１２７５人 高井戸東小学校（１４５４人）

９　追加情報の伝達方法

杉並区高井戸東１丁目１２番１号（０３－３３０４－５７１１）

2 上高井戸１丁目
（環状八号線東側）

８月〇＋１日１８時００分

提供する食事の種類 区が備蓄している非常用糧食を提供

残留者に対し避難するよう求める

終了予定日時

場所 警戒区域内

配置場所 ②地図参照

人数

現地連絡調整所

合計７８人（区職員５０人、消防職員１２人、警察官１６人）

区職員２名

７　残留者の確認方法

確認者

その他の留意事項

　環状八号線西側の住民を富士見丘小学校、富士見丘中学校に、環状八号線東側の住民を高井戸
東小学校に避難誘導する。

  警戒区域にて、簡易除染を実施する。なお、簡易除染については、消防・警察・自衛隊に依頼
する。

杉並区国民保護対策本部
電話：０３－３３１２－２１１１（代）
FAX ：

避難実施要領の伝達先 伝達一覧表による。（略）

職員間の連絡手段 別添電話番号表一覧による。（略）

　防災行政無線、杉並区ホームページ、区広報車等、消防車両、警察車両による広報及び避難誘導・避難所に配置された職
員が説明する。

10　避難時等の留意事項（主に住民）

避難実施要領の住民へ
の伝達方法

　防災行政無線、杉並区ホームページ、消防車両、警察車両により避難実施要領を伝達する。

時期の特性

１1　誘導に際しての留意事項（職員）（心得・安全確保・服装等）

（１）避難誘導員は、冷静沈着に毅然たる態度を保つこと。
（２）防災用被服や腕章等により避難誘導員であることの立場や役割を明確にし、その活動に理解と協力を求めること。
（３）避難誘導員は、正確な情報提供を行い、混乱の防止を図るとともに、冷静かつ秩序正しい行動を呼び掛けること。
（４）避難誘導員は、防護服を着用する。
（５）避難誘導員は、熱中症に留意し、水分補給等を適切に行うこと。

　夏季のため熱中症に留意し、水分補給等を適切に行う。
　雨天のため、雨衣の着用、または、傘を携行する。

１2　情報伝達

　マスクやハンカチ、濡れたタオル等で口を覆うとともに、手袋、帽子、ゴーグル、雨衣等を着
用して皮膚の露出を避けて避難する。
　自宅からの避難時に持ち出した金銭・貴重品や運転免許証等顔写真付きで公的機関発行の本人
が確認出来るもの、最小限の着替えや日常品、非常持ち出し品等を携行するものとする。また、
隣近所相互に声を掛け合い、まとまって指定された避難所に避難する。この際、自宅の戸締りを
確実に実施する。

   基本的事項

13　緊急時の連絡先

実施担当部署 国民保護救援部

消防職員、警察官

時期 ８月〇＋１日１５時００分

　要担送者

　要護送者

６　災害時要配慮者の避難支援

５　職員の配置方法

８　避難誘導時の食糧の支援・提供方法

食事時期 各所の個別判断

食事場所 各避難所等

　国民保護救援部が、要担送者情報を消防部局に情報提供し、救急車による搬送に努める。搬送
先は、かかりつけの医療機関を優先とするが、他の医療機関の協力を得ることにも留意する。

方法
　防災行政無線、区広報車等による呼びかけ及び戸別訪問により確認する。なお、戸別訪問に際
しては、呼び鈴を５秒間隔で３回鳴らし、応答がない場合には避難済みであると判断する。

措置

　家族等近親者が付き添い、自動車による移動を認めることとし、避難先を二次避難所（高井戸
地域区民センター）とする。
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△
：
区
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６
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●
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２
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台
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２
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２
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台
（
２
人
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△

△

△
△

△△△

◎

△
▲

△
▲
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2-3　関係機関の措置等

連絡調整先

　警察：弾道ミサイルの破片の落下地域周辺を立入禁止区域に設定し、交通規制を実施する。ま
た、警戒区域内の地域住民を警戒区域外に退避させる。
　消防：警察の立入禁止区域と同範囲に消防警戒区域を設定するとともに、警戒区域内の地域住
民を警戒区域外に退避させる。
　自衛隊：警察・消防と協力して警戒区域内及び除染所での除染を実施する。
　鉄道事業者：全面的に運行を停止中。

都対策本部：区職員２名を派遣
その他関係機関：連絡先は別添のとおり。

３　事態の特性で留意すべき事項

事態の特性
（除染の必要性等）

　落下したミサイルの破片には化学剤が付着しており、住民を避難させるとともに、除染を実施
する必要性がある。

措置の概要

避難完了予定日時 ５月〇＋１日２１時００分

気象の状況
　天候 曇り　 気温○○℃　 風向 〇〇　 風速 ○○m/s
※落下した破片に化学剤が付着しており、住民の避難に際しては、風下方向を避けて避難誘導
　する。

2-2　避難住民の誘導の概要

要避難地域

避難先と避難誘導の
方針

　 杉並区北部地区の警戒区域（別紙地図の通り）

　区は、都の避難の指示に基づき、警戒区域内の地域住民を原則として徒歩にて区内の一時集合
（避難）場所に避難させ、一時集合(避難）場所において、集まってきた地域住民を逐次、区内・
区外の避難所にバス輸送（都が準備した１２０台の大型バス）する。徒歩での避難が困難な災害
時要配慮者については、自家用車での避難を認めることとし、直接、避難先の医療機関、二次避
難所へ避難させる。
　なお、地域住民の避難誘導に関し、中野区、武蔵野市、東京消防庁、警視庁及び自衛隊の部隊
等の長と緊密な連携を保持する。警戒区域内は消防職員、消防車両、警察官、警察車両により避
難誘導・広報を行う。また、病院の入院患者等については、関係機関が連携して計画的に輸送を
実施する。

避難開始日時 ５月〇＋１日１０時００分

地域の特性

時期による特性

　警戒区域内には複数の駅、保育園・幼稚園、小・中学校、高校、大学、病院が立地している。

  春季の曇りの状況である。

避難実施要領のパターン③(練馬区に化学剤を搭載した弾頭の弾道ミサイルが落下した事案）

発生時期

避　難　実　施　要　領

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        杉　並　 区　長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                               　　　　　　　　　　　　　　　　　５月〇＋１日１０時００分現在

区　域　外　避　難

１　都からの「避難の指示」の内容

（別添として添付する。略）

２　事態の状況、関係機関の措置

2-1　事態の状況

　２０△△年５月〇日（平日）　１０：００

発生場所 　練馬区及び練馬区に隣接している杉並区北部地区

　落下したミサイルの破片には持続性の化学剤が付着しており、住民を避難させ、落下地域一帯
を除染する必要がある。このため、３日間、避難した住民を避難所に滞在させる必要がある。ま
た、住宅等に被害を受けた住民等を約３ケ月間、避難所に受け入れる必要がある。なお、当面、
鉄道が全面的に運行を停止するものと予測される。被害範囲が広いため、避難誘導及び残留者の
確認には多くの時間を要する。

実行の主体

事案の概要と被害状況

今後の予測・影響と措置

　近隣某国

　近隣某国が我が国に向け弾道ミサイルを発射した。ＰＡＣ３の迎撃により、弾道ミサイルを空
中で破壊したが、そのミサイルの破片が主に練馬区に、一部が杉並区北部地区に落下し、かなり
の建物被害及び負傷者が発生した。なお、この弾道ミサイルには化学剤が搭載されていた模様
で、落下した破片には化学剤が付着している可能性が高く、国は、直ちに破片が落下したと思わ
れる地点から約２ｋｍの範囲の住民等に対して屋内退避の指示を行った。その後、化学剤が付着
していることが確認され、区は関係機関と連携して杉並区北部地区における被害状況及び汚染状
況の細部について確認し、国及び都の指示を踏まえ、杉並区北部地区に警戒区域を設定した。

13



要避難者数 一時集合（避難）場所・受入人数 避難先・受入人数

大型バス台数 所在地（電話番号） 所在地（電話番号）

1 井草１・２・３丁目 １２８７６人 東原中学校（１４５０人） ①杉森中学校（１３３７人）

大型バス２２台 下井草１－２８－５（０３－３３９０－０１４８）　阿佐谷北５－４５－２４（０３－３３３０－３４３１）　

合計受入人数（１０４６４人） ②馬橋小学校（１４０９人）

高円寺北４－２８－５（０３－３３３０－３４１１）　

③杉並第四小学校(１１６１人）

高円寺北２－１４－１３（０３－３３３９－５２４１）　

④高円寺中学校（１２２６人）

高円寺北１－４－１１（０３－３３８９－１５８１）　

⑤杉並第三小学校（１１２１人）

高円寺南１－１５－１３（０３－３３１４－１５６４）　

⑥杉並第十小学校（１４８０人）

和田３－５５－４９（０３－３３１３－１３６４）　

⑦高南中学校（１２８０人）

和田３－４０－１０（０３－３３１３－１３６１）　

2 下井草２・３・４・５丁目 １４５４８人 杉並第九小学校（１４２４人） ①杉並第一小学校（１０４２人）

大型バス２４台 本天沼１－２－１９（０３－３３９０－０１６７） 阿佐谷北１－５－２７（０３－３３３８－８３６７）　

合計受入人数（１４４５１人） ②阿佐ヶ谷中学校（１４９７人）

阿佐谷南１－１７－３（０３－３３１４－２２６１）　

③杉並第六小学校(１１６６人)

阿佐谷南１－２４－２１（０３－３３１４－２１６４）　

④杉並第八小学校（９８９人）

高円寺南２－４０－２４（０３－３３１４－２２６４）　

⑤堀之内小学校（１４７１人）

堀ノ内３－２４－１１（０３－３３１３－２２６４）　

⑥和田小学校（１３３９人）

和田２－３０－２１（０３－３３８３－２４２５）　

⑦和田中学校（１３６１人）

和田２－２１－８（０３－３３８３－２４２８）　

⑧大宮中学校（１５６９人）

堀ノ内１－１６－３８（０３－３３１３－２１６１）　

⑨済美小学校（１３００人）

堀ノ内１－１７－２４（０３－３３１３－２３６４）　

⑩泉南中学校（１２９３人）

堀ノ内１－３－１（０３－３３１３－２３６１）　

3 清水３丁目 ３４５４人 ①天沼小学校（１６３０人）

4 今川１・２丁目 ４３７６人 天沼２－４６－３（０３－３３９２－６４２８）

７８３０人 合計受入人数（６８００人） ②杉並第七小学校（１１８８人）

大型バス１６台 阿佐谷南３－１９－２（０３－３３９２－６３２８）　

③東田中学校（１４４６人）

成田東３－１９－１７（０３－３３１３－１４６１）

④東田小学校（１２０４人）

成田東１－２１－１（０３－３３１３－１４６４）

要避難地域名

４　要避難地域及び避難先

天沼中学校（１３３２人）
天沼２－４６－３（０３－３３９２－６４２８）
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5 井草４・５丁目 ３６２９人 ①保育室若杉（８２１人）

6 上井草１・２丁目 ８９８３人 天沼３－１５－２０（０３－３３９１－６５３３）

１２６１２人 合計受入人数（１０７５４人） ②桃井第二小学校（１２６７人）

大型バス２２台 荻窪５－１０－２５（０３－３３９２－６７２８）

③西田小学校（１６００人）

荻窪１－３８－１５（０３－３３９２－６８２８）

④松渓中学校（１７２３人）

荻窪２－３－１（０３－３３９２－７３２８）

⑤杉並第二小学校（１４９７人）

成田西３－４－１（０３－３３１３－０５６４）

⑥松ノ木小学校（１０２６人）

松ノ木１－２－２６（０３－３３１３－２４６４）

⑦大宮小学校（１２０９人）

堀ノ内１－１２－１６（０３－３３１３－２１６４）　

7 上井草３・４丁目 ６６４７人 ①桃井第三小学校（１３８９人）

8 今川３・４丁目 ５１３２人 西荻北２－１０－７（０３－３３９９－３１３５）

１１７７９人 合計受入人数（１０６８３人） ②神明中学校（１１９５人）

大型バス２０台 南荻窪２－３７－２８（０３－３３３３－７４２８）

③荻窪小学校（１８５９人）

宮前２－１３－１８（０３－３３３３－６６２８）

④宮前中学校（１６５１人）

宮前２－１２－１（０３－３３３３－８７２８）

⑤浜田山小学校（１７１５人）

浜田山４－２３－１（０３－３３１３－１５６４）

⑥松ノ木中学校（１５６９人）

松ノ木１－４－１（０３－３３１３－１５６１）

9 善福寺１・２・３・４丁目 ８１５１人 井荻小学校（１１７９人） ①松庵小学校（１２５０人）

大型バス１６台 善福寺１－１０－１９（０３－３３９０－３１４１） 松庵２－２３－２４（０３－３３３３－７９２８）

合計受入人数（３５６８人） ②高井戸第四小学校（１１３９人）

西荻南１－８－１６（０３－３３３３－７８２８）

合計
６７７９６人

一時集合（避難）場所及び避難所
４２ケ所での区内避難所受入数５６７２０人

１１０７６人の不足分を中野区と武蔵野市が受入

中野区の避難所（５３９７人）

武蔵野市の避難所（５６７９人）

６　災害時要配慮者の避難支援

  合計６１０人（区職員４０２人（避難誘導３０人、一時集合（避難）場所３６人（６ケ所）、
バス添乗１２０人、避難所２１６人（３６ケ所））、消防職員１０４人、警察官１０４人）

区職員２名

人数

現地連絡調整所

５　職員の配置方法

　警戒区域にて、簡易除染を実施する。なお、簡易除染については、９ケ所各３０レーンの簡易
除染所を設置して、多数の住民の簡易除染に対応するよう消防・警察・自衛隊に依頼する。

その他の留意事項

　要護送者

配置場所 ③地図参照

  各一時集合(避難）場所に逐次集まって来る地域住民を避難所にバス輸送するよう手配する。な
お、輸送先は近隣の避難所から輸送するように留意する。丸数字は各地域毎の避難所の優先順位

　国民保護救援部が、要担送者情報を消防部局に情報提供し、救急車による搬送に努める。
搬送先は、かかりつけの医療機関を優先とするが、他の医療機関の協力を得ることにも留意す
る。

　家族等近親者が付き添い、自動車による移動を認めることとし、避難先を二次避難所（井草を
除く各地域区民センター）とする。

　要担送者

桃井第一小学校(１６１１人)
桃井２－６－１（０３－３３９０－３１７８）

荻窪中学校（１３０５人）
善福寺１－８－３（０３－３３９９－０１９６）
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13　緊急時の連絡先

杉並区国民保護対策本部
電話：０３－３３１２－２１１１（代）
FAX ：

避難実施要領の伝達先 　伝達一覧表による。（略）

職員間の連絡手段 　別添電話番号表一覧による。（略）

　防災行政無線、杉並区ホームページ、区広報車等、消防車両、警察車両による広報及び避難誘導・避難所に配置された職
員が説明する。

10　避難時等の留意事項（主に住民）

避難実施要領の住民へ
の伝達方法

　防災行政無線、杉並区ホームページ、消防車両、警察車両により避難実施要領を伝達する。

時期の特性

１1　誘導に際しての留意事項（職員）（心得・安全確保・服装等）

（１）避難誘導員は、冷静沈着に毅然たる態度を保つこと。
（２）防災用被服や腕章等により、避難誘導員であることの立場や役割を明確にし、その活動に理解と協力を求めること。
（３）避難誘導員は、正確な情報提供を行い、混乱の防止を図るとともに、冷静かつ秩序正しい行動を呼び掛けること。
（４）避難誘導員は、防護服を着用する。また、避難誘導が夜間になった場合に備えて、懐中電灯等を携行する。

　 春季の曇りの天候である。

   基本的事項

１2　情報伝達

　マスクやハンカチ、濡れたタオル等で口を覆うとともに、手袋、帽子、ゴーグル、雨衣等を着
用して皮膚の露出を避けて避難する。
　自宅からの避難時に持ち出した金銭・貴重品や運転免許証等顔写真付きで公的機関発行の本人
が確認出来るもの、最小限の着替えや日常品、非常持ち出し品、懐中電灯等を携行するものとす
る。また、隣近所相互に声を掛け合い、まとまって、一時集合場所に避難する。この際、自宅の
戸締りを確実に実施する。

国民保護救援部

９　追加情報の伝達方法

８　避難誘導時の食糧の支援・提供方法

食事時期 各所の個別判断

食事場所 各避難所等

提供する食事の種類 区が備蓄している非常用糧食を提供

実施担当部署

７　残留者の確認方法

確認者 　消防職員、警察官

時期 　５月〇＋１日２１時間００分

　５月〇＋２日６時間００分

場所 　警戒区域内

方法
  防災行政無線、消防車両、警察車両による呼びかけ及び戸別訪問により確認する。なお、戸別
訪問に際しては、呼び鈴を５秒間隔で１０回鳴らし、応答がない場合には避難済みであると判断
する。

措置 　残留者に対し避難するよう求める

終了予定日時
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ま
で
の
避
難
誘
導
）

区
職
員
（
２
２
人
）
を
配
置
し
て
、
一
時
集
合
（
避
難
）

場
所
ま
で
避
難
誘
導

※
妊
婦
や
外
国
人
等
の
特
別
な
配
慮
の
必
要
な
人

の
避
難
所
を
兼
ね
る

配
置
職
員
等
の
凡
例

△
：
区
職
員
×
２
人

▲
：
区
職
員
×
６
人

●
：
消
防
職
員
×
２
人

◎
：
警
察
官
×
２
人

：
消
防
車
両
×
１
台
（
２
人
）

：
警
察
車
両
×
１
台
（
２
人
）

井
荻
小
学
校

荻
窪
中
学
校

▲

▲

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎ ◎

◎

凡
例

：
破
片
落
下
地
点

：
警
戒
区
域

：
除
染
所

：
避
難
経
路

：
一
時
集
合
（
避
難
）
場
所

△

△
△
△

△
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③
地
図
（
全
体
）

練
馬
区
隣
接
地
落
下

（
一
時
集
合
（
避
難
）場
所
→
避
難
所
）

（
区
内
・
外
避
難
所
へ
の
バ
ス
輸
送
の
手
配
）

一
時
集
合
（
避
難
）
場
所
に
配
置
し
た
区
職
員
に
よ
り
区
内
・
区
外
避
難
所
へ
の
バ
ス
輸
送
の
手
配
を
実
施
す
る
。

な
お
、
妊
婦
や
外
国
人
な
ど
特
別
な
配
慮
の
必
要
な
人
に
つ
い
て
は
、
一
時
集
合
（
避
難
）
場
所
と
し
て
開
設
し
た
避

難
所
又
は
近
傍
の
避
難
所
に
避
難
誘
導
す
る
。

（
一
時
集
合
（
避
難
）
場
所
か
ら
区
内
・
区
外
の
避
難
所
へ
の
輸
送
の
考
え
方
）

一
時
集
合
（
避
難
）
場
所
か
ら
井
ノ
頭
通
り
～
方
南
通
り
以
北
の
区
内
各
避
難
所
及
び
中
野
区
、
武
蔵
野
市
の
避
難

所
へ
バ
ス
輸
送
す
る
。
な
お
、
区
内
各
避
難
所
へ
の
主
要
な
避
難
の
経
路
は
、
下
記
の
通
り

・
早
稲
田
通
り
～
環
状
七
号
線
か
ら
中
東
部
・
南
東
部
の
各
避
難
所

・
青
梅
街
道
か
ら
中
部
・
南
部
の
各
避
難
所

・
五
日
市
街
道
か
ら
中
西
部
の
各
避
難
所

凡
例

：
一
時
集
合
（
避
難
）
場
所

：
輸
送
経
路

：
避
難
所

武
蔵
野
市

避
難
所

中
野
区

避
難
所
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③
地
図
（
中
西
部
地
区
）

練
馬
区
隣
接
地
落
下

（
一
時
集
合
場
所
→
避
難
所
）

松
庵

小
学
校

高
井
戸
第
四

小
学
校

宮
前

中
学
校

荻
窪

小
学
校

西
田

小
学
校

松
渓

中
学
校

天
沼

小
学
校

桃
井
第
二

小
学
校

桃
井
第
三

小
学
校

神
明

中
学
校

保
育
室

若
杉

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

武
蔵
野
市

避
難
所

（
避
難
所
の
運
営
）

各
避
難
所
に
区
職
員
（
６
人
）

を
配
置
し
て
運
営
す
る
。

避
難
所
等
の
凡
例

：
避
難
所

▲
：
区
職
員
×
６
人
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③
地
図
（
中
東
部
地
区
）

練
馬
区
隣
接
地
落
下

（
一
時
集
合
場
所
→
避
難
所
）

杉
並
第
一

小
学
校

杉
並
第
七

小
学
校

杉
並
第
六

小
学
校

杉
並
第
二

小
学
校

東
田

小
学
校

東
田

中
学
校

堀
之
内

小
学
校

和
田

小
学
校

和
田

中
学
校

高
南

中
学
校杉
並
第
十

小
学
校

杉
並
第
三

小
学
校

杉
並
第
八

小
学
校

高
円
寺

中
学
校

杉
並
第
四

小
学
校

馬
橋

小
学
校

杉
森

中
学
校

阿
佐
ヶ
谷

中
学
校

▲

▲

▲ ▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲

中
野
区

避
難
所

（
避
難
所
の
運
営
）

各
避
難
所
に
区
職
員
（
６
人
）

を
配
置
し
て
運
営
す
る
。

避
難
所
等
の
凡
例

：
避
難
所

▲
：
区
職
員
×
６
人
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松
ノ
木

中
学
校

松
ノ
木

小
学
校

大
宮

小
学
校

済
美

小
学
校

大
宮

中
学
校

泉
南

中
学
校

浜
田
山

小
学
校

▲

▲

▲
▲

▲

▲

▲

③
地
図
（
南
東
部
地
区
）

練
馬
区
隣
接
地
落
下

（
一
時
集
合
場
所
→
避
難
所
）

（
避
難
所
の
運
営
）

各
避
難
所
に
区
職
員
（
６
人
）

を
配
置
し
て
運
営
す
る
。

避
難
所
等
の
凡
例

：
避
難
所

▲
：
区
職
員
×
６
人
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一時集合場所・集合時間 所在地

避難先（施設） 所在地・連絡先

1 善福寺２丁目 ５家族１５人 第１集合場所〇日Ｈ時～Ｈ時４５分 善福寺３丁目道路上（地図参照、避難誘導員がバスに誘導）

2 善福寺３丁目 １０家族２３人 第２集合場所〇Ｈ＋１時～１時４５分 善福寺２丁目道路上（地図参照、避難誘導員がバスに誘導）

西荻地域区民センター 桃井４丁目３番２号（０３－３３０１－０８１１）

５　職員の配置方法

配置場所 ④地図参照

人数

現地連絡調整所

合計３２人（区職員１２人、消防職員１０人、警察官１０人）

区職員１名

４　要避難地域及び避難先

2-3　関係機関の措置等

事態の特性
（除染の必要性等）

　落下したミサイルの弾種が通常弾であることが判明し、家屋等の損壊に伴い、現在まで判明し
ている要避難者は、1５家族３８人である。

地域の特性

時期による特性

　善福寺池があり、避難誘導経路が中央部及び外周部の道路に限定される。

  夜間の避難誘導になるため、避難誘導に当たる区職員等による照明及び警察官等による交通安
全確保措置が必要となる。

措置の概要

連絡調整先

　警察：弾道ミサイルの破片の落下地域周辺を立入禁止区域に設定し、交通規制を実施しつつ、
家屋等に被害のあった地域住民等を避難施設に避難誘導する。
　消防：警察の立入禁止区域と同範囲に消防警戒区域を設定するとともに、家屋等に被害のあっ
た地域住民等を避難施設に避難誘導する。

都対策本部：区職員１名を派遣
その他関係機関：連絡先は別添のとおり。

３　事態の特性で留意すべき事項

要避難地域名
現在まで判明して
いる要避難者数

避難完了予定日時 １０月〇日Ｈ＋２時００分

気象の状況 　天候 晴れ　 気温○○℃　 風向 〇〇　 風速 ○○m/s

2-2　避難住民の誘導の概要

要避難地域（避難者）

避難先と避難誘導の
方針

　弾道ミサイルの一部が落下した杉並区善福寺２・３丁目内における家屋等に被害のあった地域
住民及びその周辺の住民で避難を希望する住民

　区は、住宅等に被害があった地域住民及びその周辺の住民を原則として徒歩にて近くの一時集
合場所に避難させる。徒歩での避難が困難な災害時要配慮者については、自家用車での避難を認
めることとし、直接、避難先の医療機関、二次避難所へ避難させる。一時集合場所から都が準備
したマイクロバスで避難施設に輸送する。
　なお、地域住民の避難誘導に関し、東京消防庁、警視庁の部隊等の長と緊密な連携を保持す
る。

避難開始日時

避難実施要領のパターン④(武蔵野市に通常弾を搭載した弾道ミサイルが落下した事案）

発生時期

避　難　実　施　要　領
                                                                                                                      　　　　 　　　　　　　　   杉 並  区 長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０月〇日Ｈ時〇〇分現在

区　域　外　避　難

１　都からの「避難の指示」の内容

（別添として添付する。略）

２　事態の状況、関係機関の措置

2-1　事態の状況

２０△△年１０月〇日（平日）１７：００

発生場所

実行の主体

事案の概要と被害状況

１０月〇日Ｈ時００分

　武蔵野市及び武蔵野市に隣接している善福寺地区

近隣某国

　近隣某国が我が国に向け弾道ミサイルを発射した。ＰＡＣ３の迎撃により、弾道ミサイルを空
中で破壊したが、そのミサイルの破片が主に武蔵野市に、一部が杉並区西部地区に落下し、建物
被害及び負傷者が発生した。なお、この弾道ミサイルの弾種が不明であることから、国は、直ち
に破片が落下したと思われる地点から約２ｋｍの範囲の住民等に対して屋内退避の指示を行っ
た。その後、通常弾であると確認され、区は関係機関と連携して杉並区西部地区における被害状
況の細部について確認中である。

　落下したミサイルの弾種が通常弾と確認されたので、住宅等に被害のあった地域住民及びその
周辺の住民で避難を希望する住民を避難施設に避難誘導する。住宅被害を受けた住民を、約３ケ
月間、避難所に受け入れる必要がある。

今後の予測・影響と措置
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残留者に対し避難する希望があるか否かを確認する。

　要担送者

　要護送者

６　災害時要配慮者の避難支援

　国民保護救援部が、要担送者情報を消防部局に情報提供し、救急車による搬送に努める。搬送
先は、かかりつけの医療機関を優先とするが、他の医療機関の協力を得ることにも留意する。

場所 弾道ミサイルの一部が落下した地域周辺

避難実施要領の住民へ
の伝達方法

　杉並区ホームページに掲載するとともに、家屋等に被害のあった地域住民及びその周辺の住民
で避難を希望する住民に消防職員、警察官が避難実施要領を説明する。

時期の特性

11　誘導に際しての留意事項（職員）（心得・安全確保・服装等）

（１）避難誘導員は、冷静沈着に毅然たる態度を保つこと。
（２）防災用被服や腕章等により、避難誘導員であることの立場や役割を明確にし、その活動に理解と協力を求めること。
（３）避難誘導員は、正確な情報提供を行い、混乱の防止を図るとともに、冷静かつ秩序正しい行動を呼び掛けること。
（４）避難誘導員は、夜間の誘導になるため懐中電灯等を携行する。

12　情報伝達

　夜間の避難になるため、夜間相応の服装とする。

８　避難誘導時の食糧の支援・提供方法

食事時期

   基本的事項

　家族等近親者が付き添い、自動車による移動を認めることとし、避難先を二次避難所(西荻地域
区民センター）とする。

１０月〇日Ｈ＋３時００分

　杉並区ホームページ及び避難誘導・避難所に配置された職員が説明する。

10　避難時等の留意事項（主に住民）

終了予定日時

７　残留者の確認方法

確認者 消防職員、警察官

時期 １０月〇日Ｈ＋２時００分

方法
　戸別訪問により確認する。なお、戸別訪問に際しては、呼び鈴を５秒間隔で１０回鳴らし、応
答がない場合には避難済みであると判断する。

措置

13　緊急時の連絡先

杉並区国民保護対策本部
電話：０３－３３１２－２１１１（代）
FAX ：

避難実施要領の伝達先 伝達一覧表による。（略）

職員間の連絡手段 別添電話番号表一覧による。（略）

　自宅からの避難時に持ち出した金銭・貴重品や運転免許証等顔写真付きで公的機関発行の本人
が確認出来るもの、最小限の着替えや日常品、非常持ち出し品、懐中電灯等を携行して指定され
た避難所に避難する。この際、家屋等に被害のあった住宅における貴重品の管理や戸締りを確実
に実施する。

提供する食事の種類 区が備蓄している非常用糧食を提供

避難所の個別判断

食事場所 避難所等

実施担当部署 国民保護救援部

９　追加情報の伝達方法
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④
地
図

武
蔵
野
市
隣
接
地
落
下

（
避
難
誘
導
）

区
職
員
（
６
人
）
、
消
防
職
員
（
１
０
人
）
、

警
察
官
（
１
０
人
）
を
も
っ
て
避
難
誘
導

（
避
難
所
の
運
営
）

避
難
施
設
に
区
職
員
（
６
人
）
を
配
置

し
て
運
営

配
置
職
員
等
の
凡
例

△
：
区
職
員
×
２
人

▲
：
区
職
員
×
６
人

●
：
消
防
職
員
×
２
人

◎
：
警
察
官
×
２
人

地
図
使
用
承
認
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凡
例

：
破
片
落
下
地
点

：
避
難
経
路

：
一
時
集
合
場
所

避
難
所

西
荻
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー

▲
△

△

●

●

●

◎

◎

◎
△

●

●

◎

◎
一
時
集
合
場
所

一
時
集
合
場
所
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